
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期の始まりにあたり 

校長 岡本 芳明 

４２日間の長い夏休みでしたが、いよいよ今日から２学期が始まりました。久しぶりに、皆さんが元

気に登校している姿を見ることができてとても嬉しく思います。 

 さて今日から２学期がはじまりますが、２学期は１年間で最も長く、気候でいえば夏から秋、そして

冬と３つの季節を駆け抜ける４か月になります。新型コロナウイルス関係では、感染力が強くなった変

異株、デルタ株が猛威を振るい感染の拡大が収まらず多くの行事を中止、延期としなければならない状

況が続いていますが、１０月２３日の土曜日には感染防止対策を一段と強化し、運動会の形態を工夫し

ながら実施したいと考えています。男子の集団行動、女子のソーランは保護者の方々も期待している種

目です。３年生のことを第一に考え何とかその雄姿を披露させたいと考えています。これまでと違いデ

ルタ株は感染すると若者でも症状が重症化するといわれております。今日から始まる２学期ですが、こ

れまで以上に感染防止対策に取り組まなければなりません。校内で感染を拡大させないためにも、登校

前の検温、手洗い、マスクの着用等、着実に行ってください。 

３年生は、言うまでもなく、自分の進路先を決める大切な学期となりました。落ち着いた学校生活の

中でしっかりと学力、実力を磨き、少しでも自分の希望に近づけるように努力してほしいと思います。

暑い夏、すでに希望する進路先に何度も訪問した生徒も入るようです。「奇跡は努力した人にのみ与え

られる」といいます。進路に向け邁進する２学期にしてください。全ての先生方と協力して最後の一人

の進路が決まるまで必ず支援していきます。１，２年生の皆さんもお世話になった先輩の進路を応援し

ていきましょう。 

２年生は、生徒会、部活動、学校行事でいよいよ本当の意味で第五中学校の中心となる時期がやって

きました。２年部長を中心に頑張っている部活動もたくさんあります。２年生の取り組みが第五中学校

全体の評価につながります。学校の中心として落ち着いた学校生活を送ってください。 

１年生は、徐々に見た目も行動も中学生らしくなってきました。夏休みも、集中講座や部活動にも取

り組み、心身共に成長してきています。２学期は中学生としてより高い目標を持ち、一学期以上に努力

してほしいと思います。 

先生たちは、来年度の新入生の数を増やし、各学年３クラスの五中にしたいと考えています。 

そのためには、この五中の良さを小学生や保護者、地域の皆様にアピールしていく必要があります。 

みんなの協力がなくてはなりません。よろしくお願いします。 

楽しい学校というのはそう簡単にできるものではありません。多くの人の協力、時には我慢、思いや

りがあってこそできます。個人のわがままなんて許されません。１日も早く本来のペースを取り戻し、

充実した２学期にできるよう頑張ってください。終わります。 
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緊急事態宣言延長に伴う２学期以降の学校の運営について（荒川区教育委員会より） 

 

１ 基本的な考え方（方針） 

 （１）感染防止対策の徹底と併せ、熱中症対策にも配慮しながら学校運営を継続する。 

 （２）マスクの着用・アルコール消毒液の配置・３密の回避等、これまで実施してきた感染症対策を

徹底の上、時間をずらす・広い場所（校庭・体育館等）を使う等、各校の状況に応じた適切な

対応を徹底すること。 

（３）９月以降も高温・多湿となることが予想されるため、暑さで息苦しいと感じた時には、一時的

にマスクを外したりするなど、柔軟に対応すること。 

（４）登校時等にサーモグラフィーまたは非接触体温計による体温確認ができる環境を整備し、家庭

での健康チェックに加え、学校でも確認できる体制をとる。 

（５）感染予防のため、学校行事等において飲食や歌唱、身体的接触を伴う活動は行わないこと。 

  

２ 学校行事等の実施についての可否について 

１で示した考え方を基本としながら、当面の間、学校行事等の実施の可否については、以下のとお

りとする。 

 

 

  ①運動会、学芸会、学習発表会、音楽会 

   ・保護者については、原則一家庭につき２名までの参列とする。 

   ・来賓は招待しないこと。 

   ・教室内の参観は行わないこと。 

  ②生徒朝礼、避難訓練等 

   ・可能な限り短時間で行うこと。また、必要に応じてオンライン等も活用すること。 

  ③保護者会、ＰＴＡ活動 

   ・学級単位で行う等工夫すること。 

④教育実習、外部講師の活用 

・実習生も出勤前に検温やその記録及び管理職への提出、体調不良の際には無理せず欠席をする

などの指導を行うこと。 

・同意書を作成する等、実習生の感染予防への意識を高めること。 

⑤土曜授業公開、学校見学会、保護者参観、未就園児の会等 

・校庭や体育館など密を避けられる広い場所等において工夫して実施するなど、感染防止の徹底

に努めること。なお、感染リスクが高いと見込まれることは中止すること。 

⑥水泳指導 

・感染防止対策を厳重にしながら実施。 

※更衣における密を避けるために単級学級で実施。 

⑦部活動 

・活動日は週４日以内（土日を含む）に短縮。活動時間は平日２時間程度、休日３時間程度とする。

ただし、各種大会やコンクール等に出場する場合、その当日は活動日には含まない。 

 

（１）感染対策・熱中症対策に留意した上で実施を可とするもの 



 

 

 ①遠足、社会科見学、校外学習   ②中学校移動教室（下田） 

 

 

   ①修学旅行 

    ・京都府が緊急事態宣言となったこと等を踏まえ、緊急事態宣言中は実施せず、日程、行き先

等の変更や代替行事を実施すること。 

 

 

   ①オリンピック・パラリンピック観戦   ③給食試食会、ふれあい給食、バイキング給食   

②連合体育大会             ④中学校移動教室（清里）※代替の行事を実施 

   

夏休み中の活動 

 ・吹奏楽部 東京都吹奏楽コンクール銀賞受賞 

  ７月２９日（木）第６１回東京都吹奏楽部コンクール 

が練馬文化センターで開催されました。コロナ禍の中で 

すので、当日は無観客での開催となり保護者もその素晴 

らしい演奏を鑑賞することができず残念でしたが、猛暑 

のなか、一生懸命練習に取り組んだ成果が実り、五中の 

吹奏楽部は見事に銀賞を受賞することができました。 

本当におめでとうございます。 

 

演奏曲「マードックからの最後の手紙」 

指揮 野田 智子  作曲 樽屋 雅徳 

 

 

・中学校防災部被災地訪問団発表会 

 

被災地派遣団 五中代表   ２年 宮澤 尊さん   神林 美羽さん 

 

 ８月２７日（金）荒川区中学校防災部の東日本大震災被災地 

訪問団の発表会がゆいの森で行われ五中の宮澤 尊さんと神林 

美羽さんが発表を行いました。 

コロナ禍のなかで釜石等の被災地への訪問はかないませんで 

したが、オンラインでの交流会を行いました。大地震や津波が 

発生した当時、釜石東中学校の 2年生に在籍していて現在は甚 

大な被害を受けた釜石市鵜住居地区にある「いのちをつなぐ未 

来館」で語り部として勤務されている川崎さんのお話や、震災 

後、この災害を若者に伝えていく事を使命としてやはり語り部 

（２）緊急事態宣言中は実施せず、解除後に実施（延期）するもの 

（３）実施内容等を変更するもの 

（４）中止とするもの 

 

銀賞を受賞して喜びの吹奏楽部員 

 

発表会を無事終えて記念撮影 

 



として活動されている瀬戸さんの講演、壊滅的な被害を受けた街の復興にあたり災害に強い街づくり、

防災対策に取り組んできた釜石市防災課の職員の方々の復興にかける思いをお聞きしました。また、「釜

石の奇跡」として知られる釜石東中学校の２年生とはそれぞれの学校における防災教育の様子や災害が

起きた時に「中学生としてできること」についてグループごとに話し合いました。 

 

「いのちをつなぐ未来館」 川崎 杏樹さんの体験談より 

「地震が発生した時、校舎内にいた生徒は自主的に校庭に 

避難して待機していました。しばらくすると地区の防災無 

線放送で３ｍの津波が来ることが地区内に流れました。私 

たちは、こんなに大きな地震で３ｍの津波で済むわけがな 

いと思っていると、先生から「直ぐに逃げろ」と避難指示 

がでたので避難場所に指定されている高台に向かい走って 

避難していきました。指定されていた避難場所に着くと、 

近くの山の斜面が崩れているのが目に入りました。今まで 

このようなことは見たことがないので、ここでは危ないと 

感じて、さらに高いところへ避難することにしました。途中、保育園の園児も避難していましたので、

中学生の私達が手をつなぎ避難したり、背中におんぶしたりして一緒に避難しました。2 番目の高台に

避難し終わったときに私たちの中学校である釜石東中学校が飲み込まれるほどの大津波がやってきま

した。私達が津波の被害に遭わず助かったのは、私達が受けていた『防災教育』のおかげだと思ってい

ます。私が小学校、中学校で受けていた防災教育は、津波への理解、避難訓練、過去の災害についてな

どでしたが、一番印象に残っているのは『率先避難者たれ』という言葉です。『地震、津波などの災                              

害が発生した時、自分が率先して避難することで、それを見た周りの人も行動を起こすようになる。空

振りでも良いから真っ先に避難する行動を起こすことが大切である。』この教えが今回の行動につなが

り、釜石東中の生徒だけではなく保育園児等の避難につながったと思う。また、私は防災学習に楽しん

で取り組んでいました。例えば、津波の速さを体験するために時速３８ｋｍで先生が運転した車と競争

したり、各班でグループディスカッションをしたり、皆で主体的に学習に取り組んでいました。自分や

身近な人の命を守るための学びを学校で行うことがとても大切であると思っています。」 

 

９月行事予定 

 １日（水）始業式・避難訓練 

 ２日（木）復習テスト（３）②～⑥ 

 ８日（水）都学力調査（１） 

 ９日（木）都学力調査（２）45分×6 

各種委員会 

１０日（金）都学力調査（３）中央議会 

１１日（土）土曜授業日①～③ 

１３日（月）全校朝礼 貧血検査（１） 

      第一回運動会実行委員会 

２０日（月）敬老の日 

２３日（木）秋分の日 

２７日（月）生徒会朝礼 

２９日（火）定期考査（数・理・英） 

３０日（水）定期考査（国・社） 

第一回運動会係会議 

第二回運動会実行委員会 

 

 
当時の生々しい様子をリモートでお

話しくださった川崎さん 


